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渥
美
地
域
の
皆
さ
ん
初
め
ま
し
て
。
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
の
情
報
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
か
ら
２
回
連
続
で
、「
女
性
が
働

く
こ
と
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
は
、「
Ｍ
字
型
曲
線
」
と
い
う

言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
？
20
代
後
半
か
ら

結
婚
、
出
産
、
子
育
て
期
に
か
け
て
労
働

力
率
が
低
下
し
、
グ
ラ
フ
の
よ
う
に
Ｍ
字

型
に
な
る
こ
と
か
ら
「
Ｍ
字
型
曲
線
」
と

い
い
ま
す
。

　

労
働
力
率
は
Ｍ
字
型
で
す
が
、
潜
在
的

労
働
力
率
は
Ｍ
字
型
で
は
な
く
、
就
業
希

望
は
あ
る
も
の
の
実
現
し
て
い
な
い
こ
と

が
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ
ま
す
。

　

田
原
市
で
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

■津具村と設楽町の合併

　田原市と姉妹関係（平成２年３月 24 日提携）
にある津具村は、今年 10 月１日に設楽町と合併
し、設楽町津具（１つの地区）に変わりました。
しかし、これまで同様「山の町」と「海の町」は
末永い交流を続けていきますので、皆さんの温か
いご支援とご協力をお願いします。
●設楽町の紅葉
　本格的な秋を迎え、設楽町や津具の山々は色彩
豊かな木々で飾られます。今年も、例年同様 10
月上旬から紅葉が色づき始め、10 月中旬から 11
月下旬までが見ごろになりそうです。家族で木立
の中を散策し、木の実を拾い集めて森の工作を楽
しんだり、安らぎある時間の中で山々のスケッチ
を楽しんだりしてみてはいかがでしょうか。ぜひ
お出かけください。

［おすすめ散策ポイント］
◎面ノ木園地（設楽町津具）
◎段

だん

戸
ど

裏
うら

谷
だに

原
げん

生
せい

林
りん

「きららの森」（設楽町）

▼企画課5２３局３５０７

よ
れ
ば
、
女
性
の
退
職
理
由
は
「
結
婚
」

「
出
産
」「
育
児
」
が
70
％
を
占
め
、
現
在

無
職
ま
た
は
就
業
経
験
の
な
い
女
性
の
う

ち
80
％
の
人
が
働
く
意
思
を
持
っ
て
い
ま

す
。
働
け
な
い
理
由
は
「
育
児
」「
家
事
」

「
介
護
」
が
一
番
多
く
、
次
い
で
「
配
偶

者
も
し
く
は
パ
ー
ト
ナ
ー
、
家
族
が
女
性

は
家
に
い
て
家
事
を
す
る
こ
と
が
良
い
と

思
っ
て
い
る
か
ら
」「
雇
用
が
な
い
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
が
働
く
た
め
に

は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
家
族
の
理
解
、
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
家
族
の
皆
さ
ん
が
、
お
母
さ
ん
の

お
手
伝
い
と
し
て
、「
育
児
」「
家
事
」「
介

護
」
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
の

役
割
を
持
っ
て
携
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。
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今回は、田原市と交流のある設楽町津具（旧津
具村）の話題をお届けします。

▲紅葉を長めながらの散策が楽しい「きららの森」

15-19
歳

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100
（％）

20-24
歳

25-29
歳

30-34
歳

35-39
歳

40-44
歳

45-49
歳

50-54
歳

55-59
歳

60-64
歳

65歳
以上

●潜在的労働力率
●労働力率
●就業希望率

【出典】内閣府男女共同参画ＨＰより
http://www.gender.go.jp
※潜在的労働率は、労働力人口に就業希望者を足したものを
　15歳以上人口で割り100をかけた値
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